
 

 

 

 

 

 

 
 

図１ むだ時間を含む制御系の構成 

 

 

 

 

 
 

 

図２ 開ループ系の応答   図３ 閉ループ系の応答 
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コンタクト不良 

内容： 
 むだ時間を含まないシステムの場合と同様に，むだ時間を
含むシステムの場合にも，理論的には最適レギュレータを構
成できることが知られている．しかしむだ時間を含むシステ
ムは無限次元システムであるため，一般にはフィードバック
ゲインの計算に無限次元リカッチ方程式の解が必要となり，
またフィードバック則には実時間積分演算を含むものとなる． 
 むだ時間を含むシステムを安定化するために，私達は逆最
適レギュレータを構成する方法を提案している．この場合，
フィードバックゲインは有限次元リカッチ方程式または有限
次元線形行列不等式の解を用いて計算でき，フィードバック
則は図１に示すようなメモリーレスフィードバックとなる．図２
と図３に示した例を比較することからもわかるように，閉ルー
プ系は安定となり，何らかの評価関数に対する最適制御と
なっていることも示される．さらに，むだ時間を含まないシス
テムにおける最適レギュレータと同様に，あるクラスの入力
側静的非線形摂動や動的線形摂動に対するロバスト安定性
が保証されることもわかっている． 
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